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 前年度までの研究で，脊髄損傷の運動機能改善に neuroleukin 投与が有効であることを見出してい
た。今年度は，neurokeukin による軸索伸展作用の分子メカニズムを検討し，受容体様の分子が GRP78
であること，その下流で Akt 活性化が起きることを明らかにした（論文 4）。 
   脊髄損傷急性期に投与することで機能を回復させる生薬エキスを探索し，遠志エキスを見出した。
遠志エキス経口投与により損傷部位の M2 マイクログリアが増加することを示した。さらに遠志エキ
ス経口投与後に脊髄に移行する化合物を LC-MS 法にて検出した結果 sibiricose A5, 3,6′-disinapoyl 
sucrose, poly-galaxanthone III を見出しこれら化合物が M2 増加作用を有することも確認し，活性化合
物として同定した（論文 5）。 
 前年度までの研究で，acteoside の骨格筋投与により，慢性期脊髄損傷の運動機能が改善することを
見出し，その理由として骨格筋から分泌され中枢に移行する pyrvate kinase M2(PKM2)が軸索を伸展
させることによると結論づけた。今年度は，慢性期精髄損傷マウスの運動機能が PKM2 脳室内投与
により回復することを証明し，さらに PKM2 が軸索伸展をもたらす分子機序として，valosin-containig 












4) 和漢薬作用の独自性に関する研究 (和漢薬知統合学ユニット) 
 和漢薬・漢方薬の独自の特性として a) 生体に作働薬として作用 (純薬のほとんどが抑制薬)，b) 生薬
の組み合わせ効果 (対薬)，c) 超微量成分の有効性，が考えられる。これらを明らかにすることにより，
和漢薬に関する新しい研究戦略の提供とそれに基づく治療戦略の構築を目指した研究を推進している。
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 1) 楊熙蒙，東田千尋．Diosgenin はアルツハイマー病モデルマウスの脳内において軸索を再
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 2) 久保山友晴，小湊誠也，南雲美咲，東田千尋．Recovery from spinal cord injury via M2 
microglial polarization induced by Polygalae Radix. 遠志によるマイクログリア M2 化を介し
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学会年会；2021 Mar 8-10；札幌（オンライン）． 
 4) 千野翔，泉尾直孝，久保山友晴，東田千尋，新田淳美．海馬での Shati/Nat8l の過剰発現
はアルツハイマー病モデルマウスの認知機能低下を改善する．富山薬学研究会 2020；
2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
 5) 須山真聡，東田千尋．新規マイオカイン PKM2 の慢性期脊髄損傷改善作用と分泌様式の
検討．富山薬学研究会 2020；2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
 6) 真継理子，楊熙蒙，東田千尋．緑内障における視神経の保護および修復に対する diosgenin
の作用．富山薬学研究会 2020；2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
 7) 長瀬綸沙，東田千尋．認知症発症を加速する新規骨格筋分泌因子．富山薬学研究会 2020；
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2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
 8) 東田千尋．脊髄損傷慢性期の機能回復に有効な薬物と分子．第 63 回日本神経化学会大会 
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会；2020 Sep 10-12；八王子（オンライン）． 
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影響．日本心理学会第 84 回大会 2020 Sep 8-Nov 2；文京区（オンライン）． 
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東田千尋．HEALTH METHOD 和漢薬のちから 3 脳の健康寿命を延ばす．CREER LIFE 
2021 春号．P.14-15. 2021 Mar 19. 
和漢薬ニクジュヨウ ロコモ改善に効果 富大研究所が発表．富山新聞 朝刊．2021 Mar 
12. 
 3) 楊 熙蒙．和漢薬研究により見出されたアルツハイマー病の新規治療戦略．A novel 
therapeutic strategy for Alzheimer’s disease: discovery from natural medicine research. アイド
リング脳科学研究センター 第 6 回センターセミナー．2020 Dec 21. 
 4) 東田千尋．脊髄損傷の運動機能障害を回復させるくすり．令和 2 年度富山市民大学「生
活医薬学を学ぶ」2020 Sep 18. 
 5) 東田千尋．慢性期脊髄損傷の機能改善に有効なニクジュヨウエキスとその成分
Acteoside：基礎研究の成果を臨床研究へ．2020 Jun 26. 
 6) 楊 熙蒙．アルツハイマー病の脳内において萎縮した軸索が正しく再伸長する分子メカニ
ズムの解明．令和 2 年度富山大学杉谷地区 第１回基礎研究発表会 2020 Jun 22. 
 7) 生薬「骨砕補」「エゾウコギ葉」エキス 認知症予防に効果．北日本新聞（社会・地域）．
－32－
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2020 Jan 25. （※昨年度未記載） 
 9) 東田千尋．HEALTH METHOD 和漢薬のちから２ 認知症に希望の光 CREER LIFE 2020
年 夏・秋号．P.18. 2020 Aug 28. 
 10) 東田千尋．HEALTH METHOD 和漢薬のちから CREER LIFE 2020 年 冬・春号．P.14-15. 




 1) 東田千尋．2020 年度富山大学杉谷地区第 1 回臨床研究発表会 優秀賞「慢性期脊髄損傷
の機能改善に有効なニクジュヨウエキスとその成分 Acteoside：基礎研究の成果を臨床研
究へ」2020, 6. 
 2) 楊熙蒙．第 37 回和漢医薬学会学術大会 優秀発表賞「Diosgenin はアルツハイマー病の
脳内において軸索を正しく再伸長させる」2020, 8. 
 3) 楊熙蒙．第 63 回日本神経化学会大会 若手道場優秀発表賞「Diosgenin がアルツハイマ
ー病モデルマウスの脳内において軸索を再伸長させる分子メカニズムの解明」2020, 9. 
 4) 長瀬綸沙．第 63 回日本神経化学会大会 若手道場優秀発表賞「認知症発症を加速する骨
格筋分泌性因子」2020, 9. 








 2) 徳田隆彦（量子科学技術研究開発機構）：軸索修復の血漿バイオマーカーの研究，2019～ 
















 3) AMED 創薬基盤推進研究事業（分担：東田千尋）「次世代医薬品の効率的実用化推進の
ための品質評価技術基盤の開発」 
 4) 文部科学省研究費補助金 基盤研究 C（代表：久保山友晴，分担：東田千尋）「マイクロ
グリアの M2 化によるアルツハイマー病根本的治療法の開発」 





 7) 文部科学省研究費補助金 若手研究（代表：楊熙蒙）「脳内の軸索再伸長をターゲットと
したアルツハイマー病の根本的治療法の開発」 
 8) 一般財団法人 鷹野学術振興財団 2019 年度研究助成（代表：楊 熙蒙）「運動機能に対す
る“末梢神経―器官”双方の修復を介した新規機能性表示食品の開発」 
 9) アイドリング脳科学研究センター 2020 年度（第 1 回）「研究（創作）助成」（代表：楊熙
蒙）「アルツハイマー病におけるアイドリング脳の機能改善：デフォルト・モード神経回
路の修復に基づく治療薬開発」 
 10) 文部科学省研究費補助金 若手研究（代表：稲田祐奈）「言語発達を考慮した幼児用嗅覚
検査の開発」 






  学部 3 年生：渋江省吾 
  学部 4 年生：須山真聡, 真継理子 
  大学院修士 1 年：近藤麻布 
  大学院修士 2 年：長瀬綸沙 
  大学院博士 3 年：谷江良崇 
【和漢薬知統合学ユニット】 
  学部 4 年生：鈴木玲奈 
  学部 5 年生：細貝春香 
  学部 6 年生：安藤慶顕 




 修士論文  
  長瀬綸沙：認知症発症を加速する新規骨格筋分泌性因子の研究 
 博士論文  
  谷江良崇：Neuroleukin による脊髄損傷改善作用の研究 
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